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成分名 ポリプロピレングリコール 2000 

英文名 Polypropylene Glycol 2000 

CAS No. 25322-69-4 

収載公定書 薬添規 

A TOXNET DATABASEへの

リンク 

https://chem.nlm.nih.gov/chemidplus/rn/25322-69-4  

 

投与経路 用途 

一般外用剤 溶解補助剤 

 

１．単回投与毒性 

動物種 投与経路 LD50(mg/kg 体重) 文献 

マウス 腹腔内 3,600mg/kg（PPG2000） Shideman and Procita (1951) 1) 

イヌ 静脈内 
100mg/kg  肉 眼 的変化 な し

（PPG2000） 
Shideman and Procita (1951) 1) 

 

PPG2000 の主な類似体の LD50 

動物種 投与経路 LD50(mg/kg 体重) 文献 

ラット (雄)  経口 640mg/kg （PPG1200） FDA（1992） 2)  

ラット (雄)  経口 4.47g/kg （PPG2025） Shaffer et al.(1951) 3)  

ラット (雄)  腹腔内 9.76g/kg （PPG2025） Shaffer et al.(1951) 3)  

ラット  静脈内 0.71g/kg （PPG2025） Shaffer et al.(1951) 3)  

ウサギ  経皮 20mL/kg: 24 時間適用により死

亡せず（PPG2025） 

Shaffer et al.(1951) 3)  

 

２．反復投与毒性 

2‐1 ラット 

① ラット（体重、系統、動物数不明）に、0.1、0.3、1.0及び3.0%のPPG2000を 100日間経口投与し

た（50～1,500 mg/kg/日に相当）。PPG2000投与による死亡はみられなかった。1.0%までの投与群

において異常は認められなかった。3.0%投与群では軽度の体重増加の抑制がみられた。血液学

的検査及び病理学的検査において異常は認められなかった。 4) （American Industrial Hygiene 

Association, 1980） 

② ラット（体重、系統、試験数は不明確）に、275～501mg/kg/day のポリプロピレングリコール

2000を90日間経口投与した。有害な組織病理学的、血液学的、薬理学的な作用は認められなか

った。最高用量において有意差は認められないが、体重抑制が観察された。 4) （American 

Industrial Hygiene Association, 1980） 

https://chem.nlm.nih.gov/chemidplus/rn/25322-69-4
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③ ラット（体重、系統、動物数不明）に、275～501mg/kg/日の PPG1200 を 90 日間経口投与した。

501 mg/kg/日群では体重への影響（詳細不明）がみられた。血液学的検査、血液生化学的検査

及び病理組織学的検査において異常は認められなかった。 4) （American Industrial Hygiene 

Association, 1980） 

2‐2 ウサギ 

PPG2000 を 1、5及び 10mL/kg をウサギ（体重、動物数不明）に、24時間/日、5日間/週で 3 ヵ 

月間反復経皮投与した。1mL/kg 群では、PPG2000 投与による変化はみられなかった。5及び 

10mL/kg 投与群では軽度の体重増加の抑制が認められた。血液学的検査、臓器重量及び病理 

学的検査において異常は認めらなかった。 4) （American Industrial Hygiene Association, 1980） 

2‐3 イヌ 

イヌ（体重、動物数不明）に、526～810mg/kg/日の PPG1200 を 90 日間経口投与した。810 

mg/kg/日群では体重への影響（詳細不明）がみられた。血液学的検査、血液生化学的検査及び

病理組織学的検において異常は認めらなかった。 4) （American Industrial Hygiene Association, 

1980） 

以下については該当文献なし 

３．遺伝毒性 

４．癌原性 

５．生殖発生毒性  

６．局所刺激性 

6‐1 ウサギ 

① ウサギの結膜嚢に過量のPPG425、1025或いは2025を点眼した結果、各被験物質投与群の

5例中 1～2例に軽微な損傷が観察された。PPG425、1025 及び 2025は、非刺激性物質に分類さ

れた。 3)（Shaffer et al.,1951) 

② ウサギの両眼の結膜嚢に、無希釈のPPG1200の0.1mLを点眼し、片眼を洗眼群とした。両眼

の結膜、角膜、虹彩及び水晶体の変化を観察した。被験物質投与により、ごく軽度の異物感及び

軽度で一過性の結膜の刺激性変化がみられたのみであった。刺激性変化は、点眼 24 時間後に

は消失した。 2)（FDA、1992） 

③ ウサギの腹部皮膚にPPG425、1025或いは2025を単回あるいは4時間以内に計8回適用し

たが、皮膚刺激性を示唆する変化は観察されなかった。3)（Shaffer et al.,1951) 

④ 白色ウサギの腹部正常皮膚及び擦過皮膚に、無希釈の PPG1200 の 1～2mL を脱脂綿及び

テープを用いた開放貼布により経皮適用した。適用期間は、正常皮膚では 3日間、擦過皮膚では

週 5 日計 2 週間とした。耳介内面皮膚に 2 週間の反復適用（5 日間/週）も実施した。正常皮膚に

おいて PPG 適用による皮膚反応は認められなかった。擦過皮膚では、軽微な紅斑及び軽度の落

屑が観察された。耳介皮膚において、PPG の反復適用による皮膚損傷はみられなかった。2)

（FDA、1992）  

７．その他の毒性 
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該当文献なし 

８．ヒトにおける知見 

合計 300人のヒトの皮膚に、無希釈のPPG2000 を継続適用もしくは繰返し適用した結果、刺激性

及び感作性を示唆する反応は認められなかった。  4)（American Industrial Hygiene Association, 

1980）  
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